
東京都北区議会 

平成 2２年第２回定例会で可決した意見書 

 

・子宮頸がん予防ワクチン接種の助成制度創設を求める意見書 

 

・都市再生機構の事業仕分けでの「縮減」判定に関する意見書 

 

・公立学校教職員任命権の特別区への移譲に関する意見書 

 

・読みに困難のある児童生徒への学習支援に関する意見書 



 

 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制
度
創
設
を
求
め
る
意
見
書 

 
子
宮
頸
が
ん
は
、
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
）
感
染
に
よ
る
も

の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
国
内
で
は
年
間
約
一
万
人
が
発
症

し
、
約
三
千
五
百
人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
特
に
近
年
二
十
～
三
十
歳
代
の
若
い
発
症
者
、
死

亡
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
中
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
が
進
み
、
既
に
世
界
百
カ
国
以
上
で

予
防
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
平
成
二
十
一
年
十
月
に
承
認
さ
れ
、
同
年
十

二
月
か
ら
販
売
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
子
宮
頸
が
ん
発
症
者
の
減
少
が
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
は
半
年
の
間
に
三
回
の
接
種
が
必
要
と
な
り
、
任
意
接
種
で
あ
る
た
め
合
計
で
四

～
五
万
円
の
自
己
負
担
が
生
じ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
カ
ナ
ダ
等
約
三
十
カ
国
で
は
全
額
公
費
負
担
ま
た
は

補
助
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
に
は
接
種
費
用
負
担
の
軽
減
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
早
期
に

公
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
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年
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三
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都
市
再
生
機
構
の
事
業
仕
分
け
で
の
「
縮
減
」
判
定
に
関
す
る
意
見
書 

  

都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
に
は
現
在
、
七
十
六
万
戸
に
二
百
万
人
近
い
居
住
者
が
住
み
、
年

金
で
生
活
す
る
六
十
五
歳
以
上
の
世
帯
主
が
三
割
を
超
え
る
な
ど
、
公
共
住
宅
と
し
て
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
対
し
て
、
政
府
は
、
四
月
末
に
「
事

業
仕
分
け
第
二
弾
」
を
実
施
し
、
「
高
齢
者
・
低
所
得
者
向
け
の
住
宅
は
地
方
自
治
体
も
し
く

は
国
に
移
管
、
そ
れ
以
外
は
民
営
化
の
方
向
で
整
理
す
る
」
な
ど
「
縮
減
」
と
判
定
し
た
。 

 

も
し
仮
に
高
齢
者
・
低
所
得
者
向
け
の
住
宅
を
行
政
に
移
管
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
都
市
再
生

機
構
が
家
賃
収
入
で
返
済
し
て
き
た
十
一
兆
円
も
の
負
債
を
地
方
自
治
体
が
背
負
う
恐
れ
も

あ
り
、
ま
た
、
公
営
住
宅
の
安
い
家
賃
と
、
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
の
現
行
家
賃
の
差
額
を

行
政
が
穴
埋
め
す
る
新
た
な
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
居
住
者
は
「
民
営
化

が
進
め
ば
家
賃
の
値
上
げ
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
危

惧
し
て
い
る
。 

 

独
立
行
政
法
人
の
天
下
り
や
随
意
契
約
な
ど
、
税
金
の
ム
ダ
の
温
床
と
な
る
経
営
実
態
の
問

題
に
切
り
込
む
の
は
当
然
だ
が
、
今
回
の
判
定
結
果
は
、
居
住
者
の
不
安
を
募
ら
せ
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
左
記
事
項
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 
 

一
、
こ
れ
ま
で
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
国
民
共
有
の
社
会
的
資
産
で
あ
る
公
共

住
宅
へ
の
居
住
を
安
定
さ
せ
、
次
世
代
に
も
残
し
て
い
く
こ
と
。 

二
、
定
期
借
家
契
約
導
入
撤
回
も
含
め
、
居
住
者
か
ら
の
声
を
受
け
止
め
、
「
低
所
得
高
齢
者

等
を
対
象
に
す
る
家
賃
減
免
措
置
」
等
を
維
持
し
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
役
割
と
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。 

三
、
都
市
再
生
機
構
の
抱
え
る
負
債
を
地
方
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
、
ま

た
現
行
家
賃
の
差
額
を
地
方
自
治
体
に
穴
埋
め
さ
せ
る
な
ど
新
た
な
財
政
負
担
を
生
じ

さ
せ
な
い
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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公
立
学
校
教
職
員
任
命
権
の
特
別
区
へ
の
移
譲
に
関
す
る
意
見
書 

  

文
部
科
学
省
は
四
月
三
十
日
、
公
立
学
校
教
職
員
の
任
命
権
を
市
町
村
に
移
譲
し
た
い
と
す

る
大
阪
府
に
対
し
、
「
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
と
い
う
県
費
負
担
教
職
員
制
度
の
趣

旨
・
目
的
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
条
例
に
よ
る
事
務
処
理
の
特
例
制
度

を
活
用
し
、
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
。 

 

改
訂
教
育
基
本
法
で
も
、
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
住
民
等
の
相
互
の
連
携
協
力
が
謳
わ
れ
て

い
る
。
本
区
で
も
こ
の
こ
と
を
受
け
、
「
教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
や
地
域
な
ど
が
連
携
し
な

が
ら
教
育
力
を
向
上
さ
せ
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
仕
組
み
が
不
可
欠
」
と
す
る
「
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
一
〇
」
を
策
定
し
、
日
々
、
教
育
行
政
、
分
け
て
も
学
校
教
育
の
充
実
・
発

展
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
特
別
区
に
は
公
立
学
校
教
職
員
の
任
命
権
が
な
い
た
め
、
教
職
員
は
東
京

都
の
人
事
異
動
方
針
に
基
づ
い
て
異
動
が
行
わ
れ
、
区
へ
の
帰
属
意
識
や
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
本
区
が
進
め
る
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
」
に
大
き
な
支
障
と

な
っ
て
い
る
。 

 

公
立
学
校
教
職
員
任
命
権
の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
東
京
都
と
特
別
区
間
の
「
都
区
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
事
務
事
業
移
管
協
議
に
お
い
て
、
特
別
区
に
移
管
す
る
方
向
で
検
討

す
る
事
務
と
合
意
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
都
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
「
移

管
先
は
全
て
の
区
市
町
村
」「
広
域
調
整
の
仕
組
み
が
必
須
」「
財
源
と
セ
ッ
ト
」
と
主
張
さ
れ

て
も
い
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京
都
及
び
東
京
都
教
育
委
員
会
に
対
し
、
任
命
権
移
譲
に
伴
う
予

算
措
置
を
国
に
求
め
る
と
共
に
、
関
係
条
例
を
整
備
し
、
予
算
措
置
を
講
じ
、
早
期
に
教
職
員

の
任
命
権
を
特
別
区
に
移
譲
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
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読
み
に
困
難
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
に
関
す
る
意
見
書 

 
発
達
障
害
の
中
で
、
特
に

L
D(

学
習
障
害)

は
、
長
い
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す

る
こ
と
が
苦
手
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
本
人
の
自
覚
や
親
や
学
校
な
ど
周
囲
の
認
知
が
難

し
い
「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」
の
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
「
デ
イ
ジ
ー
版
教
科

書
」
が
新
た
に
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
ソ
フ
ト
を
改
良
し
、
文
字
と

音
声
と
映
像
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
ソ
コ
ン
上
の
電
子
教
科
書
で
あ
る
。 

 

平
成
二
十
年
九
月
、
「
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の
教
科
用
特
定
図
書
等
の
普
及

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
「
教
科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
が
施
行
さ
れ
、
ま
た

「
著
作
権
法
」
の
改
正
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
制
約
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
デ

イ
ジ
ー
版
教
科
書
」
は
、
文
部
科
学
省
検
定
教
科
書
に
代
え
て
使
用
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
発
達
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
教
材
の
在

り
方
や
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
効
果
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
実
証
的
な
調
査
研
究
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。 

ま
た
、
主
に
財
団
法
人
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
、
約
三
百
人
の
児
童
生

徒
に
「
デ
イ
ジ
ー
版
教
科
書
」
を
活
用
し
た
と
こ
ろ
、
教
育
関
係
者
や
保
護
者
か
ら
「
学
習
理

解
が
向
上
し
、
精
神
面
で
も
成
長
し
た
」
と
の
効
果
が
表
明
さ
れ
、
今
、
普
及
推
進
へ
の
期
待

が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
「
デ
イ
ジ
ー
版
教
科
書
」
は
、
教
科
書
無
償
給
与
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
に
加
え
、
そ
の
製
作
に
は
、
多
大
な
時
間
と
費
用
を
要
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
の
教
科

用
特
定
図
書
等
の
普
及
促
進
の
た
め
の
予
算
額
、
一
億
七
千
二
百
万
円
に
対
し
、
今
年
度
は
、

一
億
五
千
六
百
万
円
に
縮
減
さ
れ
、
昨
年
度
の
普
及
は
、
小
中
学
生
用
教
科
書
全
体
の
約
四
分

の
一
に
留
り
、
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
や
担
当
教
諭
の
要
望
に
十
分
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
「
デ
イ
ジ
ー
版
教
科
書
」
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

へ
の
学
習
支
援
策
と
し
て
、
安
定
し
て
配
布
、
提
供
が
出
来
る
よ
う
に
し
、
ま
た
担
当
教
諭
へ

の
研
修
等
も
含
め
、
積
極
的
な
普
及
体
制
の
整
備
と
共
に
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
必
要
な
予

算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

  

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
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